
明治39年／人吉・中川原での運動会 昭和初期／中州橋
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明治39年10月1日、球磨川の中川原で開かれた人吉高等小学
校の運動会風景。そのころ中川原では競馬や各種の催し物も
行われており、市民にとって憩いの遊園地であった。

【絵葉書】肥後 人吉中川原公園の朝

昭和34年／賑わう中川原公園

「球磨・人吉の昭和」所収

球磨川の中央の中州を中川原といい、大橋と小俣橋があり、
橋は中川原で二つに分かれていた。それを昭和の初期にこの
橋によって接続させ、便利になった。むかって右下の家は公
会堂（武徳殿兼用）で、正面に見える洋風の建物は警察署、
その先が札の辻である。幕末にはここに御客屋があり、明治
には郡役所となり、警察署に改築された。写真は昭和初期の
もの。
「ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和 人吉」所収

新装なれる人吉大橋 昭和24年頃／球磨川右岸の人吉市内を望む

「球磨・人吉の昭和」所収

中川原公園の以前の風景

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章 復興まちづくりの推進方策
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◯参考イメージ

［中川原リバーベース］
・公園＆川遊びの窓口・・・使っていい＆入っていい場所
・キオスク（飲み物、アクティビティグッズ販売＆レンタル）

◯使われ方

・中川原公園は日常の憩いの場所であった。大事にしたい。
・夏季だけではなく冬季も一年中日常的に人がいるような工夫をしてほしい。
・中川原公園の週末利用は多かった。自分もBBQをやっていた。
・キッチンカーやテントサウナなど公園でもっと商売できる環境を作ってほ

しい。
・中川原公園は夕日がすごいきれいなため、夕日を見ながらのんびりできる

とか、観光客も来てもらうようなことになればよい。自然をメインにした
場所にするしかないか。

・中川原公園と城跡公園を一体とした景観の維持をしてほしい。
・日影は必要。東屋など。
・市外の人は、主に魚釣りとキャンプをしていた。
・中川原公園で遠足もやっていた。
・かつてはおくんち祭りの際に中川原公園で御旅所をやっていた。
・中川原公園は、業務用の車の搬入搬出を可能とし、一般の人は徒歩のみと

いった運用にすると良いだろう。
・中川原公園に下りると下から旅館街を見上げる感じがよい。西側への眺望

も多い。
・中川原公園はベンチを設置するだけなど何もいらない。素朴な感じがいい。
・イベントはいらない散歩やジョギング等の日常使いだけでよい。
・イベントはふるさと歴史の広場でやってほしい。
・増水を考慮した利用規制や整備維持管理を検討してほしい。
・利用者のマナーが悪いため、管理人がほしい。
・以前中川原にあり移設されている左近の石を活用できないか。

◯アクティビティ

・あゆの簗場を一度やったが、うまくいかなかったため、またやりたい。川
に親しみを持ってもらう取り組みとしてよい。

・後継者育成も兼ねて、投網教室ができるとよい。
・中川原公園は水量によっては球磨川くだりの船を着けられる。
・BBQの利用申請していない人も多かった。利用の一元化を進めた方がいい

のではないか。

◯トイレ

・トイレは中川原公園の中に作らなくてもよい。鳥越商店のトイレを公共で
借り上げて利用しやすくする、北側駐車場のトイレをリニューアルするな
ど両側でできるとよい。

・トイレは設置ができないと厳しい。トイレがあるかどうかで利用の範囲が
変わってくる。

・トイレや駐車場は橋の下のような景観を阻害しない場所に設置してほしい。

◯地元市民・事業者の声

【参考】左近の石 
重さ31 トン、石周り 10.83m 、高さ 
2.19m の巨大な岩は、昭和 43 年の球磨川
の河川改修工事の際に人吉城跡内に移設。
慶長12 （ 1607 ）に中洲の中川原（大岩
瀬）を挟んで大 俣橋、小俣橋が架けられた。
しかし、中洲を橋台としていたために増水
で橋が壊れることが多く、人吉藩家老の村
上左近の進言によって中洲の上流部の先端
に大岩を多数沈めて中洲が流出しないよう
にしたという。

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章 復興まちづくりの推進方策
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Ⅰ：飲食・散歩・体操

Ⅱ：アクティブ・水遊び

Ⅲ：学び・自然・アート

Ⅳ：マーケット・フェス

ⅰ：日常

ⅱ：日常＋α（月１回など定期開催）

ⅲ：非日常

つかいこなし［テーマ×シーン］

×

・中川原公園のつかいこなし方を、テーマとシーンを想定して企画する。

中川原ネイチャーライブラリー

中川原薪割り体験 中川原ナイトマーケット

中川原お月見 中川原キャンプ

中川原シネマフェス 中川原アートプログラム

中川原ピクニック 中川原水辺ＢＢＱ

※今後アイディア・主体を増やしていく

中川原公園の年間を通じた使いこなし！ルール・民間運営・ハード改善への社会実験

［参考イメージ］

©ONE RIVER ©ONE RIVER ©ONE RIVER

©ONE RIVER©ONE RIVER

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章 復興まちづくりの推進方策
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◯参考イメージ

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章 復興まちづくりの推進方策
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胸川を渡る
飛び石の設置

穏やかな流れを活かした
SUPなどの利用

水辺に下りやすい
階段の設置

球磨川の流れを活かした
カヌーなどのアクティビティ

人吉城跡とつながる
アクセス路の設置

川と触れ合う
防災イベントなどの実施

人吉城跡

胸川

球磨川

中川原公園

水の手橋

[胸川のイメージ]

・胸川下流付近を「川遊びの拠点」として川と触れ合い様々な水辺の
活動ができる親水空間をつくります。

・飛び石や城跡からのアクセス路、階段等を設置して球磨川上下流の
アクセス性向上と水辺の活動を促します。

③胸川(２)拠点エリア 第３章 復興まちづくりの推進方策



樹木ライトアップ隅櫓・多聞櫓ライトアップ中川原・旅館のあかりが借景となる

高水敷遊歩道の明るさは
道路照明（スポットライトポール）
より投光

飛び石 もしくは 河川域風景の演出は
道路照明（スポットライトポール）より投光

①そぞろ歩きのできる胸川水辺の創出

②眺められる美しい人吉城跡と水辺の風景
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球磨川水辺を魅せるあかり
あかりのキーワード

[胸川の夜間景観イメージ]

③胸川(２)拠点エリア 第３章 復興まちづくりの推進方策
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◯参考イメージ

◯使われ方

・小さい子どもが遊べる親水空間（かつてあったプールのようなイメージ）
・小さい頃胸川で泳いでいた。国交省と話して、川でプールをやったり、

ウォータースライダーなどもやっていた。

◯周辺との連動

・中川原公園との連携が必要。
・人吉城跡、中心市街地、中川原をつなぐ結節点として活用。

◯胸川左岸の通り

・雰囲気ある景観の活用。

[社会実験「川の安全教室」の様子：2024年7月]◯地元市民・事業者の声

[左：胸川沿いの道路現況]

[下：川沿いの景観に配慮
 した通り：長門湯本温泉]

③胸川(２)拠点エリア 第３章 復興まちづくりの推進方策



(２)拠点エリア ④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺）
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公共空間活用により、誘発された民間事業
復興未来の杜エリアを表徴する

森と原っぱ

緑豊かなまちなか散策路

人と人、人とまちがつながる交流拠点

・市民の日常の居場所に、また来街者の人吉球磨エリアの体験の入口となる場所をつくります。
また点在する未利用地を活用して、緑化や暫定活用を行うことにより、まちなかの価値を維持し将来の投資につなげます。

第３章 復興まちづくりの推進方策



■ 中心市街地地区のストーリー

空き地・空き店舗・空き家等の未利用地の増加による活気の低下が課題となっていることから、水害リスクが低減される
までの一定期間、中心市街地のエリア価値を損なわないよう、低未利用地を活用して、中心市街地の魅力と価値を維持、
高める事業を公民連携で推進します。

▼ 空き地が増え、街なかの魅力が低下。
現状のままでは活気が失われ、さらに
空き地が増え、帰還率が低下し続けか
ねず、人が戻ってこない、観光地とし
ての魅力も低下してしまう。

● 連なっている空き地を心地よく美し
いウォーカブルな緑道にすることでま
ちの風景が変わり、観光客にとっても
まち歩きが 楽しくなる。

▲ 豊かな環境と景観の周辺に 居住や  
出店ニーズが生まれ、民間の投資意欲
につながる。

車中心の東西軸である国道445号と紺屋
町通りの間に、人中心のウォーカブルな
「GREEN MALL」ができ、さらに山田
川・球磨川とつながり回遊を生み出す。
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(２)拠点エリア ④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺） 第３章 復興まちづくりの推進方策



■ 中心市街地地区のストーリー

うぐいす温泉周辺は、GREEN MALLの中心に位置するリーディングプロジェクトとして
公共空間（広場・交流施設）として活用
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(２)拠点エリア ④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺） 第３章 復興まちづくりの推進方策



❶ 心豊かな暮らしを支える居心地のよい場所となる
工夫次第で多種多様な過ごし方や活動、使い方ができる居心地の良い場所のイメージを共有する。

❷ 人と人とのリアルな交流、新しい価値を生み出す場となる

         居心地のよい空間が、多様な人々の出会い・交流を生み、まちなかに新たな風景が生まれる。

❸ 活動実践の場となる

地域の方々や市民に開かれた環境によって、「やりたい」ができる活動実践の場となり、その活動の
風景がまちを元気にしてくれる。

❹ 機動的なまちづくりの核となる

社会実験の実施による計画案の検証・設計・整備のプロセスを迅速に進めながら民間のアイデアで
柔軟な運営を可能にする公民連携の運営スキームを検討し、機動的なまちづくりを進めるための
拠点として、地域の魅力と価値を向上させる。

❺ 中川原をはじめ、周辺エリアと連携した情報発信拠点のひとつとしての役割を果たす

日常を豊かにするマイプレイスとしてのうぐいす温泉周辺で「食」「歴史・文化」「活動」など、
様々な情報を発信することで、地域の方々や市民は、より自分たちのまちのことを知り、観光客は
地元の方々との交流や発見によって人吉ローカルの魅力をより深く知るためにまちを巡る。
シェアサイクルなどのスモールモビリティを積極的に活用した、ローカルツーリズムのコンシェルジュ
としての機能をいれることによって、周辺エリアとの連携も強化される。

STEP 01｜社会実験 ⇒ 計画 ⇒整備 ⇒ 供用
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(２)拠点エリア ④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺） 第３章 復興まちづくりの推進方策



❻ 豊かな公共空間（GREEN MALL）に隣接した遊休不動産の利活用動機が生まれ、店舗や住宅が
  できることで。歩いて楽しめる中心市街地エリアが形成される

STEP 02｜周辺への波及
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(２)拠点エリア ④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺） 第３章 復興まちづくりの推進方策



■社会実験「HITONOWA GREEN UGUISU」

仮設植栽・人工芝による人と人がつながり、人とまちがつながる緑豊かな中心市街地の「交流・文化の場」
人工芝、アウトドアファニチャーで設え、まちなかの「ちょっとイイ日常風景」をつくることで来街・滞在動機
の誘発と将来整備の在り方を検証。

「昼も夜も、心地よく。」

  緑の空間を魅せるあかりと主要動線の照明改善により、安全安心で、心地よい夜の風景をつくる。
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(２)拠点エリア ④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺） 第３章 復興まちづくりの推進方策




